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一
日
付
　
・
平
成
二
十
六
年
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大
学
院
文
学
研
究
科
史
学
専
攻
長
に
補
さ
れ
る

森　
　
公
章
　
・
平
成
二
十
六
年
度
文
学
部
史
学
科
学
科
長
に
補
さ
れ
る

大
豆
生
田　
稔
　
二
〇
一
四
年
三
月
三
十
一
日
付
　
・
平
成
二
十
五
年
度
大
学
院
文
学
研
究
科
史
学
専
攻
長
を
退
任
す
る

岡
本　
充
弘
　
・
平
成
二
十
五
年
度
文
学
部
史
学
科
学
科
長
を
退
任
す
る

髙
畠　
純
夫
　
二
〇
一
四
年
四
月
一
日
付
　
・
助
教
に
任
ぜ
ら
れ
る
植
野　
真
澄
　
二
〇
一
四
年
三
月
三
十
一
日
付
　
・
助
教
を
退
職
す
る
松
本　
剣
志
郎
○
史
学
科
調
査
実
習
　
・
二
〇
一
四
年
四
月
十
三
日　
史
学
科
の
学
部
生
を
対
象
と
し
た
実
習
を
行
い
ま
し
た
。
　
　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
（
佐
倉
市
）　
○
史
学
科
海
外
研
修
・
二
〇
一
四
年
九
月
四
日
～
九
日　
史
学
科
の
学
部
生
お
よ
び
院
生
の
希
望
者
を
対
象
と
し
て
イ
タ
リ
ア
で
行
い
ま
し
た
。
ミ
ラ
ノ
市
内
、
大
聖
堂
、
パ
ド
ヴ
ァ
大
学
、
ス
ク
ロ
ヴ
ェ
ー
ニ
礼
拝
堂
（
以
上
、
五
日
）、
サ
ン
・
マ
ル
コ
広
場
（
以
上
、
六
日
）、
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
市
内
（
以
上
、
七
日
）
専
任
教
員
活
動
報
告
森　
　
　
公　
章　
教
授
研
究
活
動
○
論
文
・「
国
造
制
と
屯
倉
制
」　
単
著　
二
〇
一
四
年
三
月
一
九
日
（
昨
年
度
未
掲
載
）　
『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
』
２
（
岩
波
書
店
）（
七
七
～
一
〇
六
頁
）
・「
寛
平
度
遣
唐
使
再
説
」　
単
著　
二
〇
一
四
年
五
月
三
一
日

『
白
山
史
学
』
五
〇
号
（
二
三
～
五
六
頁
）
・「
在
庁
官
人
と
中
央
出
仕
―
平
氏
家
人
の
動
向
を
中
心
に
―
」

単
著　
二
〇
一
四
年
八
月
一
日　
『
海
南
史
学
』
五
二
号
（
一
～
二
二
頁
）
・「
朱
仁
聰
と
周
文
裔
・
周
良
史
―
来
日
宋
商
人
の
様
態
と
藤
原
道
長
の
対
外
政
策
―
」　
単
著　
二
〇
一
五
年
二
月
二
七
日
『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
』
史
学
科
篇
四
〇
号
（
一
～
六
九
頁
）
○
研
究
報
告
・「
日
宋
関
係
」　
単
著　
二
〇
一
四
年
一
月
二
六
日
（
昨
年
度
未
掲
載
）
二
四
二

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
古
代
東
ア
ジ
ア
・
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
対
外
交
通
と
文
書
」　
國
學
院
大
學
渋
谷
校
舎
・「
讃
岐
地
域
を
考
え
る
」　
単
著　
二
〇
一
四
年
七
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六
日

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研
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古
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史
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史
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府
史
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究
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学
省
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図
書
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調
査
審
議
会
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時
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学
評
価
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学
位
授
与
機
構
学
位
審
査
会
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史
部
会
専
門
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・
国
立
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史
民
俗
博
物
館
総
合
展
示
第
一
室
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
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員
会
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員
・
奈
良
県
「
日
本
と
東
ア
ジ
ア
の
未
来
を
考
え
る
委
員
会
」
歴
史
研
究
会
部
会
委
員
・
日
本
歴
史
学
会
理
事
・
評
議
員
二
四
三
大
学
・
学
部
管
理
・
運
営
活
動
大
学
院
文
学
研
究
科
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員
、
大
学
院
文
学
研
究
科
専
攻
長
、
出
版
会
運
営
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員
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田　
千　
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教
授
研
究
活
動
○
著
書
・『
大
系
真
宗
史
料　
文
書
記
録
編
三　
戦
国
教
団
』単
編
著（
校
注
・
解
説
）
二
〇
一
四
年
九
月
三
〇
日　
法
蔵
館　
三
二
三
頁
・『
織
田
信
長
』
単
著

二
〇
一
四
年
一
〇
月
一
〇
日　
筑
摩
書
房
、
二
三
七
頁
。
○
論
文
・
キ
リ
シ
タ
ン
と
浄
土
真
宗　
単
著
堀
池
信
夫
総
編
集
・
増
尾
伸
一
郎
・
松
崎
哲
之
編
『
交
響
す
る
東
方
の
知
―
漢
字
文
化
圏
の
輪
郭
』〈
知
の
ユ
ー
ラ
シ
ア
五
〉
明
治
書
院
、
二
〇
一
四
年
二
月
一
〇
日
、
一
〇
七
～
一
三
二
頁
・
本
願
寺
教
団
と
西
国
大
名　
単
著
中
川
正
法
・
緒
方
知
美
・
遠
藤
一
編
『
九
州
真
宗
の
源
流
と
水
脈
』
法
蔵
館
、
二
〇
一
四
年
三
月
三
一
日
、
七
八
～
九
七
頁
・「
天
道
」
思
想
と
「
神
国
」
観　
単
著
島
薗
進
・
高
埜
利
彦
・
林
淳
・
若
尾
政
希
編
『
神
・
儒
・
仏
の
時
代
』〈
シ
リ
ー
ズ
日
本
人
と
宗
教
―
近
世
か
ら
近
代
へ
・
二
〉
春
秋
社
、
二
〇
一
四
年
一
一
月
三
〇
日　
春
秋
社　
一
九
～
四
七
頁
○
講
演
・
本
願
寺
・
一
向
一
揆
と
の
戦
い　
単
著
二
〇
一
三
年
一
一
月
二
二
日　
小
牧
市
ま
な
び
創
造
館
あ
さ
ひ
ホ
ー
ル
（「
信
長
の
天
下
取
り
―
岐
阜
か
ら
京
都
・
安
土
へ
―
」
平
成
二
六
年
度
　
小
牧
市
歴
史
講
座
第
六
回
）
学
会
活
動
白
山
史
学
会
（
会
員
）・
史
学
会
（
同
）・
日
本
史
研
究
会
（
同
）・
海
南
史
学
会
（
同
）。
教
育
活
動
○
日
本
史
学
研
究
指
導
（
以
上
大
学
院
）。
国
内
研
修
期
間
に
つ
き
上
記
一
科
目
の
み
。
社
会
的
活
動
な
し
。
大
学
・
学
部
管
理
・
運
営
活
動
国
内
研
修
期
間
に
つ
き
な
し
。
白
川
部　
達　
夫　
教
授
研
究
活
動
〇
単
著
『
旗
本
知
行
と
石
高
制
』（
岩
田
書
院
、
二
〇
一
三
年
一
一
月
）
一
～
二
五
一
頁
○
論
文
・「
大
坂
干
鰯
屋
近
江
屋
市
兵
衛
の
経
営
（
一
）」『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
』
二
四
四
六
七
集
史
学
科
三
九
号
、
二
〇
一
四
年
二
月
二
八
日
、
単
著
、
五
一
～
七
六
頁
・「
名
望
家
と
し
て
の
高
橋
家
」
白
川
部
達
夫
編
『
近
世
・
近
代
の
地
域
社
会
と
名
望
家
』
Ⅱ
、
井
上
円
了
記
念
助
成
・
共
同
研
究
二
〇
一
三
年
度
報
告
書
、
二
〇
一
四
年
二
月
、
単
著
、
三
～
八
頁
。
・「
日
本
近
世
の
土
地
売
買
慣
行
と
東
ア
ジ
ア
小
農
民
社
会
」（
渡
辺
浩
一
他
『
契
約
と
紛
争
の
比
較
史
料
学
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
四
年
一
二
月
一
日
）
単
著
、
一
二
～
二
七
頁
○
そ
の
他
・「
惣
代
頼
み
証
文
」『
週
刊
・
新
発
見
！
日
本
の
歴
史
』
三
五
号
（
朝
日
新
聞
出
版
、
二
〇
一
四
年
三
月
九
日
）
単
著
、
二
八
～
二
九
頁
『
井
上
円
了
の
全
国
巡
講
─
旅
す
る
創
設
者
国
内
編
』
東
洋
大
学
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
７
（
東
洋
大
学
、
二
〇
一
四
年
三
月
二
〇
日
）
単
著
、
一
～
三
六
頁
・「
江
戸
時
代
の
古
文
書
の
読
み
方
１
、村
の
明
細
帳
」『
書
物
學
』
一
号
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
四
年
三
月
一
日
）
単
著
、
三
四
～
四
二
頁
・「
江
戸
時
代
の
古
文
書
の
読
み
方
２
、
検
地
帳
」『
書
物
學
』
二
号
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
四
年
五
月
二
〇
日
）
単
著
、
四
四
～
五
三
頁
・「
江
戸
時
代
の
古
文
書
の
読
み
方
３
、
名
寄
帳
」『
書
物
學
』
三
号
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
四
年
八
月
二
〇
日
）
単
著
、
五
二
～
六
三
頁
○
研
究
報
告
・「
高
橋
家
の
地
主
経
営
」
二
〇
一
四
年
八
月
九
日
、
長
岡
中
央
図
書
館
、
「
共
同
研
究
：
近
世
・
近
代
の
地
域
社
会
と
名
望
家
」
研
究
会
「
高
橋
家
と
長
岡
地
域
」
・「
世
直
し
と
地
域
市
場
─
幕
末
維
新
の
基
礎
構
造
」
二
〇
一
四
年
九
月
二
七
日
、
法
政
大
学
、
関
東
近
世
史
研
究
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・「
関
東
近
世
史
研
究
の
新
展
開
」
○
調
査
活
動
・
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
C
・
一
般
「
近
世
の
肥
料
商
と
農
業
経
営
」
研
究
代
表
者
・
東
洋
大
学
井
上
円
了
記
念
助
成
・
共
同
研
究
「
近
世
・
近
代
の
地
域
社
会
と
名
望
家
」
研
究
代
表
者
学
会
活
動
白
山
史
学
会
、関
東
近
世
史
研
究
会
（
評
議
員
）、日
本
古
文
書
学
会
（
評
議
員
）、
立
正
史
学
会
（
評
議
員
）
歴
史
学
研
究
会
、
日
本
史
研
究
会
、
歴
史
科
学
協
議
会
、
地
方
史
研
究
協
議
会
（
会
員
）、
教
育
活
動
・
学
内
日
本
史
概
説
、
日
本
史
学
基
礎
演
習
、
日
本
史
史
料
研
究
、
日
本
史
学
卒
論
演
習
③
、
卒
業
論
文
指
導
、（
以
上
学
部
）、
日
本
史
学
特
論
Ⅲ
、
日
本
史
学
演
習
Ⅲ
、
日
本
史
学
研
究
指
導
Ⅲ
（
以
上
大
学
院
）
・
学
外
中
央
大
学　
日
本
社
会
経
済
史
、
日
本
史
演
習
、
慶
応
大
学　
日
本
史
概
説
大
学
・
学
部
管
理
・
運
営
活
動

東
洋
大
学
学
術
研
究
推
進
セ
ン
タ
ー
長
、
大
学
院
文
学
研
究
科
委
員
二
四
四
六
七
集
史
学
科
三
九
号
、
二
〇
一
四
年
二
月
二
八
日
、
単
著
、
五
一
～
七
六
頁
・「
名
望
家
と
し
て
の
高
橋
家
」
白
川
部
達
夫
編
『
近
世
・
近
代
の
地
域
社
会
と
名
望
家
』
Ⅱ
、
井
上
円
了
記
念
助
成
・
共
同
研
究
二
〇
一
三
年
度
報
告
書
、
二
〇
一
四
年
二
月
、
単
著
、
三
～
八
頁
。
・「
日
本
近
世
の
土
地
売
買
慣
行
と
東
ア
ジ
ア
小
農
民
社
会
」（
渡
辺
浩
一
他
『
契
約
と
紛
争
の
比
較
史
料
学
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
四
年
一
二
月
一
日
）
単
著
、
一
二
～
二
七
頁
○
そ
の
他
・「
惣
代
頼
み
証
文
」『
週
刊
・
新
発
見
！
日
本
の
歴
史
』
三
五
号
（
朝
日
新
聞
出
版
、
二
〇
一
四
年
三
月
九
日
）
単
著
、
二
八
～
二
九
頁
『
井
上
円
了
の
全
国
巡
講
─
旅
す
る
創
設
者
国
内
編
』
東
洋
大
学
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
７
（
東
洋
大
学
、
二
〇
一
四
年
三
月
二
〇
日
）
単
著
、
一
～
三
六
頁
・「
江
戸
時
代
の
古
文
書
の
読
み
方
１
、村
の
明
細
帳
」『
書
物
學
』
一
号
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
四
年
三
月
一
日
）
単
著
、
三
四
～
四
二
頁
・「
江
戸
時
代
の
古
文
書
の
読
み
方
２
、
検
地
帳
」『
書
物
學
』
二
号
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
四
年
五
月
二
〇
日
）
単
著
、
四
四
～
五
三
頁
・「
江
戸
時
代
の
古
文
書
の
読
み
方
３
、
名
寄
帳
」『
書
物
學
』
三
号
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
四
年
八
月
二
〇
日
）
単
著
、
五
二
～
六
三
頁
○
研
究
報
告
・「
高
橋
家
の
地
主
経
営
」
二
〇
一
四
年
八
月
九
日
、
長
岡
中
央
図
書
館
、
「
共
同
研
究
：
近
世
・
近
代
の
地
域
社
会
と
名
望
家
」
研
究
会
「
高
橋
家
と
長
岡
地
域
」
・「
世
直
し
と
地
域
市
場
─
幕
末
維
新
の
基
礎
構
造
」
二
〇
一
四
年
九
月
二
七
日
、
法
政
大
学
、
関
東
近
世
史
研
究
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・「
関
東
近
世
史
研
究
の
新
展
開
」
○
調
査
活
動
・
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
C
・
一
般
「
近
世
の
肥
料
商
と
農
業
経
営
」
研
究
代
表
者
・
東
洋
大
学
井
上
円
了
記
念
助
成
・
共
同
研
究
「
近
世
・
近
代
の
地
域
社
会
と
名
望
家
」
研
究
代
表
者
学
会
活
動
白
山
史
学
会
、関
東
近
世
史
研
究
会
（
評
議
員
）、日
本
古
文
書
学
会
（
評
議
員
）、
立
正
史
学
会
（
評
議
員
）
歴
史
学
研
究
会
、
日
本
史
研
究
会
、
歴
史
科
学
協
議
会
、
地
方
史
研
究
協
議
会
（
会
員
）、
教
育
活
動
・
学
内
日
本
史
概
説
、
日
本
史
学
基
礎
演
習
、
日
本
史
史
料
研
究
、
日
本
史
学
卒
論
演
習
③
、
卒
業
論
文
指
導
、（
以
上
学
部
）、
日
本
史
学
特
論
Ⅲ
、
日
本
史
学
演
習
Ⅲ
、
日
本
史
学
研
究
指
導
Ⅲ
（
以
上
大
学
院
）
・
学
外
中
央
大
学　
日
本
社
会
経
済
史
、
日
本
史
演
習
、
慶
応
大
学　
日
本
史
概
説
大
学
・
学
部
管
理
・
運
営
活
動

東
洋
大
学
学
術
研
究
推
進
セ
ン
タ
ー
長
、
大
学
院
文
学
研
究
科
委
員
二
四
五
大
豆
生
田　
稔　
教
授
研
究
活
動
○
論
文
・「
総
力
戦
下
の
外
米
輸
入
―
受
容
か
ら
脱
却
へ
―
」、
単
著
、『
民
衆
史
研
究
』
第
八
七
号
（
特
集
・
総
力
戦
と
食
―
近
代
日
本
に
お
け
る
「
食
」
の
実
態
と
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
―
）、
二
〇
一
四
年
五
月
、
三
七
～
五
〇
頁
○
著
書
・
横
須
賀
市
『
新
横
須
賀
市
史　
通
史
編　
近
現
代
』、
共
著
、
二
〇
一
四
年
八
月
、
一
～
一
四
頁
（
共
著
）、
六
〇
～
八
一
、二
九
二
～
三
一
四
、五
四
〇
～
五
七
四
、八
六
〇
～
九
〇
七
頁
（
単
著
）
○
書
評
・
永
江
雅
和
著
『
食
糧
供
出
制
度
の
研
究
―
食
糧
危
機
下
の
農
地
改
革
』、
単
著
、『
同
時
代
史
研
究
』
第
七
号
、
二
〇
一
四
年
一
二
月
、
一
〇
八
～
一
一
二
頁
○
調
査
活
動
・
日
本
学
術
振
興
会
二
〇
一
四
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（C）
）、「
戦
争
と
食
糧
難
―
太
平
洋
戦
争
前
後
に
お
け
る
食
糧
消
費
の
窮
乏
化
に
関
す
る
実
証
的
・
総
合
的
研
究
―
」、
研
究
代
表
者
・
日
本
学
術
振
興
会
二
〇
一
四
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（B）
）、「
戦
前
期
日
本
商
社
の
環
太
平
洋
貿
易
の
総
合
的
研
究
」、
連
携
研
究
者
学
会
活
動
白
山
史
学
会
（
常
任
委
員
）、
史
学
会
（
理
事
）、
社
会
経
済
史
学
会
（
評
議
員
）、
歴
史
学
研
究
会
、
政
治
経
済
学
・
経
済
史
学
会
、
経
営
史
学
会
、
首
都
圏
形
成
史
研
究
会
、
同
時
代
史
研
究
会
、
日
本
農
業
史
学
会
、
日
本
植
民
地
研
究
会
教
育
活
動
○
学
内　
地
域
史
（
日
本
）
Ａ
―
開
港
場
横
浜
の
都
市
形
成
―
、
地
域
史
（
日
本
）
Ｂ
―
横
浜
開
港
と
貿
易
の
展
開
―
、
歴
史
学
基
礎
演
習
①
―
日
本
史
の
論
文
を
読
ん
で
み
よ
う
―
、
日
本
史
史
料
研
究
④
―
日
本
近
現
代
史
史
料
の
講
読
―
、
日
本
史
学
卒
論
演
習
⑤
―
日
本
近
現
代
史
の
卒
論
作
成
―
（
以
上
、
学
部
）、
日
本
史
学
特
論
Ⅴ
―
日
本
近
現
代
史
の
諸
問
題
―
、
日
本
史
学
演
習
Ⅴ
―
日
本
近
現
代
史
研
究
―
、
日
本
史
学
特
殊
研
究
Ⅴ
、日
本
史
学
研
究
指
導
Ⅴ
―
日
本
近
現
代
史
研
究
―
（
以
上
、
大
学
院
）
社
会
的
活
動
○
講
演
・
滑
川
市
福
寿
大
学
学
習
会
（
全
国
講
師
派
遣
事
業
、
滑
川
市
中
央
公
民
館
主
催
）、「
近
代
日
本
の
食
糧
問
題
」、
二
〇
一
四
年
一
〇
月
一
〇
日
、
滑
川
市
東
地
区
公
民
館
大
学
・
学
部
管
理
・
運
営
活
動
文
学
部
史
学
科
学
科
長
、
井
上
円
了
記
念
博
物
館
館
長
、
人
間
科
学
総
合
研
究
所
運
営
委
員
二
四
五
大
豆
生
田　
稔　
教
授
研
究
活
動
○
論
文
・「
総
力
戦
下
の
外
米
輸
入
―
受
容
か
ら
脱
却
へ
―
」、
単
著
、『
民
衆
史
研
究
』
第
八
七
号
（
特
集
・
総
力
戦
と
食
―
近
代
日
本
に
お
け
る
「
食
」
の
実
態
と
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
―
）、
二
〇
一
四
年
五
月
、
三
七
～
五
〇
頁
○
著
書
・
横
須
賀
市
『
新
横
須
賀
市
史　
通
史
編　
近
現
代
』、
共
著
、
二
〇
一
四
年
八
月
、
一
～
一
四
頁
（
共
著
）、
六
〇
～
八
一
、二
九
二
～
三
一
四
、五
四
〇
～
五
七
四
、八
六
〇
～
九
〇
七
頁
（
単
著
）
○
書
評
・
永
江
雅
和
著
『
食
糧
供
出
制
度
の
研
究
―
食
糧
危
機
下
の
農
地
改
革
』、
単
著
、『
同
時
代
史
研
究
』
第
七
号
、
二
〇
一
四
年
一
二
月
、
一
〇
八
～
一
一
二
頁
○
調
査
活
動
・
日
本
学
術
振
興
会
二
〇
一
四
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（C）
）、「
戦
争
と
食
糧
難
―
太
平
洋
戦
争
前
後
に
お
け
る
食
糧
消
費
の
窮
乏
化
に
関
す
る
実
証
的
・
総
合
的
研
究
―
」、
研
究
代
表
者
・
日
本
学
術
振
興
会
二
〇
一
四
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（B）
）、「
戦
前
期
日
本
商
社
の
環
太
平
洋
貿
易
の
総
合
的
研
究
」、
連
携
研
究
者
学
会
活
動
白
山
史
学
会
（
常
任
委
員
）、
史
学
会
（
理
事
）、
社
会
経
済
史
学
会
（
評
議
員
）、
歴
史
学
研
究
会
、
政
治
経
済
学
・
経
済
史
学
会
、
経
営
史
学
会
、
首
都
圏
形
成
史
研
究
会
、
同
時
代
史
研
究
会
、
日
本
農
業
史
学
会
、
日
本
植
民
地
研
究
会
教
育
活
動
○
学
内　
地
域
史
（
日
本
）
Ａ
―
開
港
場
横
浜
の
都
市
形
成
―
、
地
域
史
（
日
本
）
Ｂ
―
横
浜
開
港
と
貿
易
の
展
開
―
、
歴
史
学
基
礎
演
習
①
―
日
本
史
の
論
文
を
読
ん
で
み
よ
う
―
、
日
本
史
史
料
研
究
④
―
日
本
近
現
代
史
史
料
の
講
読
―
、
日
本
史
学
卒
論
演
習
⑤
―
日
本
近
現
代
史
の
卒
論
作
成
―
（
以
上
、
学
部
）、
日
本
史
学
特
論
Ⅴ
―
日
本
近
現
代
史
の
諸
問
題
―
、
日
本
史
学
演
習
Ⅴ
―
日
本
近
現
代
史
研
究
―
、
日
本
史
学
特
殊
研
究
Ⅴ
、日
本
史
学
研
究
指
導
Ⅴ
―
日
本
近
現
代
史
研
究
―
（
以
上
、
大
学
院
）
社
会
的
活
動
○
講
演
・
滑
川
市
福
寿
大
学
学
習
会
（
全
国
講
師
派
遣
事
業
、
滑
川
市
中
央
公
民
館
主
催
）、「
近
代
日
本
の
食
糧
問
題
」、
二
〇
一
四
年
一
〇
月
一
〇
日
、
滑
川
市
東
地
区
公
民
館
大
学
・
学
部
管
理
・
運
営
活
動
文
学
部
史
学
科
学
科
長
、
井
上
円
了
記
念
博
物
館
館
長
、
人
間
科
学
総
合
研
究
所
運
営
委
員
二
四
六
高　
橋　
継　
男　
教
授
研
究
活
動
○
学
会
活
動
白
山
史
学
会
（
常
任
委
員
）・
唐
代
史
研
究
会
・
東
洋
史
研
究
会
・
東
方
学
会
・
史
学
会
・
法
制
史
学
会
・
東
北
中
国
学
会
・
中
国
社
会
文
化
学
会
・
日
本
中
国
考
古
学
会
（
以
上
、
会
員
）
○
研
究
会
発
表
・
唐
初
に
お
け
る
国
号
「
隋
」
字
の
字
形
変
化
─
「
隋
・
煬
帝
墓
誌
」
発
見
に
よ
せ
て
─
『
東
洋
大
学
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所　
平
成
二
六
年
度
公
開
研
究
例
会(
兼
「
中
華
帝
国
の
拡
大
と
再
生
」
研
究
班
例
会)
』　
於
白
山
校
舎
六
Ｂ
一
一
教
室　
二
〇
一
四
年
一
二
月
一
三
日
教
育
活
動
歴
史
学
基
礎
演
習
⑤
、東
洋
史
学
演
習
④
范
祖
禹
撰
『
唐
鑑
』
を
読
む
、
東
洋
史
学
卒
業
論
文
演
習
①
─
卒
論
の
作
成
（
四
年
生
）
と
確
実
な
テ
ー
マ
の
設
定
（
三
年
生
）、
地
域
史(
東
洋)
Ａ
・
Ｂ
［
以
上
、
学
部
］、
東
洋
史
学
特
論
Ⅰ
、
東
洋
史
学
演
習
Ⅰ
、
東
洋
史
学
研
究
指
導
Ⅰ
［
以
上
、
大
学
院
］
大
学
・
学
部
管
理
・
運
営
活
動
大
学
院
文
学
研
究
科
委
員
、
文
学
部
教
職
課
程
運
営
委
員
会
委
員
、
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
運
営
委
員
、
千　
葉　
正　
史　
准
教
授
研
究
活
動
○
論
文
・「
清
末
行
政
綱
目
訳
註
（
三
）」
単
著
（『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
六
七
集
史
学
科
三
九
号
、
二
〇
一
四
年
二
月
二
十
八
日
）
一
二
三
～
一
八
二
頁
○
研
究
報
告
・
鉄
道
史
学
会
二
〇
一
三
年
度
第
三
回
例
会
報
告
「
近
代
日
本
に
お
け
る
漢
文
鉄
道
碑
の
系
譜
―
そ
の
発
祥
・
展
開
の
地
域
的
考
察
と
関
西
―
」（
近
畿
大
学
、
二
〇
一
四
年
三
月
十
五
日
）
・
鉄
道
史
学
会
第
三
二
回
大
会
共
通
論
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
新
幹
線
五
十
年
―
そ
の
歴
史
と
現
状
の
国
際
的
考
察
」
問
題
提
起
・
報
告
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
鉄
道
高
速
化
の
歴
史
的
回
顧
」（
東
洋
大
学
、
二
〇
一
四
年
十
月
五
日
）
○
そ
の
他
・「
交
通
運
輸
」
単
著
（『
中
国
年
鑑
２
０
１
４
』、
中
国
研
究
所
、
二
〇
一
四
年
五
月
三
十
日
）
・
書
評
「
麻
田
雅
文
著
『
中
東
鉄
道
経
営
史
―
―
ロ
シ
ア
と
「
満
洲
」
１
８
９
６-
１
９
３
５
』」
単
著
（『
鉄
道
史
学
』
第
三
二
号
、
二
〇
一
四
年
十
月
二
十
五
日
）
七
一
～
七
三
頁
学
会
活
動
白
山
史
学
会
（
常
任
委
員
・
会
長
）、
鉄
道
史
学
会
（
理
事
）、
史
学
会
、
二
四
七
社
会
経
済
史
学
会
、
東
洋
史
研
究
会
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
史
学
会
、
歴
史
学
会
教
育
活
動
○
学
内　
東
洋
史
概
説
、
東
洋
史
史
料
研
究
②
、
歴
史
学
基
礎
演
習
⑥
・
東
洋
史
学
基
礎
演
習
②
、
東
洋
史
学
卒
論
演
習
②
、
日
本
史
学
卒
論
演
習
④
（
以
上
、
学
部
）
東
洋
史
学
特
論
Ⅱ
、
東
洋
史
学
演
習
Ⅱ
、
東
洋
史
学
特
殊
研
究
Ⅱ
、
東
洋
史
学
研
究
指
導
Ⅱ
（
以
上
、
大
学
院
）
大
学
・
学
部
管
理
・
運
営
活
動
障
が
い
学
生
支
援
委
員
会
委
員
、
文
学
部
自
己
点
検
・
評
価
委
員
会
委
員
、
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
運
営
委
員
髙　
畠　
純　
夫　
教
授
研
究
活
動
○
著
書
『
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
思
想
家
た
ち
─
─
知
の
伝
統
と
闘
争
─
─
』、
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
八
月
二
十
日
、
全
一
〇
三
頁
○
学
会
・
・
・
報
告
・
招
待
講
演
"T
hethirdladyinthefirstorationofA
ntiphon,"W
orld
A
ncientLaw
Sym
posium
:Focuson"Law
andCom
m
ercein
A
ncientw
orld,"（
世
界
古
代
法
研
会
）、二
〇
一
四
年
九
月
二
八
日
、
上
海
（
華
東
政
法
大
学
）
・
発
表
「
弁
論
に
見
る
人
間
関
係
」、
古
代
世
界
研
究
会
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
、
二
〇
一
四
年
九
月
二
一
日
、
東
京
（
東
洋
大
学
）
○
学
会
・
・
・
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
・
司
会
・W
orldA
ncientLaw
Sym
posium
,T
om
oyoshiH
ayashi,
"R
esearchT
rendsonthe'Law
andC
om
m
ercialinthe
Rom
anw
orld'intheJapaneseacadem
icw
orldsincethe
1990s"
に
対
す
るCom
m
ent
、
二
〇
一
四
年
九
月
二
八
日
、
上
海
（
華
東
政
法
大
学
）
・
日
本
西
洋
古
典
学
会
第
六
十
五
回
大
会
、
内
川
勇
海
「
古
典
期
ア
テ
ー
ナ
イ
に
お
け
る
死
刑
と
殺
人
の
境
界
」
司
会
、二
〇
一
四
年
六
月
八
日
、
京
都
（
京
都
女
子
大
学
）
○
雑
文
「
編
集
後
記
」『
史
学
雑
誌
』
一
二
三-
五
、三
九
七
頁
、
二
〇
一
四
年
五
月学
会
活
動
白
山
史
学
会
（
常
任
委
員
）、
史
学
会
（
理
事
）、
西
洋
古
典
学
会
、
古
代
世
界
研
究
会
（
委
員
）
教
育
活
動
○
学
内
歴
史
学
基
礎
演
習
⑦
、
西
洋
史
史
料
研
究
①
、
史
学
概
論
、
西
洋
史
学
卒
論
演
習
①
（
以
上
、
学
部
）、
西
洋
史
学
特
論
Ｉ
、
西
洋
史
学
特
殊
研
究
Ｉ
、
西
洋
史
学
研
究
指
導
Ｉ
、
西
洋
史
学
演
習
Ｉ
、
西
洋
史
学
研
究
二
四
八
指
導
Ｉ
大
学
・
学
部
管
理
・
運
営
活
動
大
学
協
議
委
員
会
委
員
、
人
間
科
学
総
合
研
究
所
紀
要
編
集
委
員
長
、
文
学
部
グ
ロ
ー
バ
ル
化
推
進
委
員
会
委
員
、
大
学
院
文
学
研
究
科
委
員
鈴　
木　
道　
也　
教
授
研
究
活
動
○
論
文
・"FrenchN
ationalIdentitythroughM
edievalChronicles-Rise
ofV
ernacularProseH
istoriography"　
単
著
二
〇
一
四
年
三
月
三
〇
日
『
西
洋
中
世
史
研
究
』（
大
韓
民
国
）
三
三
号
（
一
七
九
～
二
〇
七
頁
）
・"M
edievalE
ncyclopediasandT
heK
ingshipinF
rance",
ProceedingsofT
he7thInternationalConferenceontheM
edieval
Chronicle,pp.52-65,2014.
・「
裁
判
記
事
の
誕
生
─
中
世
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
法
実
践
と
そ
の
記
録
」
単
著　
二
○
一
四
年
一
一
月
二
〇
日
『
歴
史
と
地
理　
世
界
史
の
研
究
』
二
四
一
号
（
二
六
～
三
三
頁
）
○
書
評
・「SylvainV
EN
A
Y
RE,LesO
riginesdelaFrance:Q
uand　
les
historiensracontaientlanation,Paris,Seuil,2013,448p.,€
25.
」
単
著
二
〇
一
四
年
一
二
月
『
西
洋
中
世
研
究
』
六
号
（
二
五
三
頁
）
○
学
会
報
告
・"M
edievalEncyclopediasandT
heK
ingshipinFrance",T
he
7thInternationalConferenceontheM
edievalChronicle
（U
niversityofLiverpool［U
.K
.
］）8July,2014.
○
調
査
活
動
・
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ａ
））（
一
般
）「
制
度
と
政
治
社
会
の
相
互
関
係
か
ら
見
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
の
発
展
と
変
容
」
研
究
分
担
者
学
会
活
動
白
山
史
学
会
、
西
洋
中
世
学
会
（
常
任
委
員
）、
西
洋
史
研
究
会
（
評
議
員
）、
日
本
西
洋
史
学
会
、
史
学
会
、
東
北
史
学
会
、T
heM
edieval
ChronicleSociety
（
会
員
）
教
育
活
動
○
学
内　
歴
史
の
諸
問
題
Ａ
④
、
歴
史
の
諸
問
題
Ｂ
④
、
歴
史
学
基
礎
演
習
⑧
、
西
洋
史
史
料
研
究
②
、
西
洋
史
学
卒
論
演
習
②
（
以
上
、
学
部
）、
西
洋
史
学
特
論
Ⅱ
、
西
洋
史
学
演
習
Ⅱ
、
西
洋
史
学
研
究
指
導
Ⅱ
、
西
洋
史
学
特
殊
研
究
Ⅱ
（
以
上
、
大
学
院
）　
○
学
外　
駒
澤
大
学（
非
常
勤
講
師
）
外
国
史
各
説
社
会
的
活
動
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー
さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
教
室
講
師
（「
世
界
遺
産
で
学
ぶ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
」
大
学
・
学
部
管
理
・
運
営
活
動
・
文
学
部
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
検
討
委
員
会
、
大
学
院
文
学
研
究
科
委
員
二
四
九
後　
藤　
は
る
美　
講
師
研
究
活
動
○
学
会
・
研
究
会
報
告
等
・
報
告
者
、"Crom
w
ellianU
nionandtheLaw
:theConglom
erate
Statefrom
aBritishPerspective"
（
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
歴
史
的
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
複
合
国
家
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
」、
於
ク
ル
チ
ュ
ー
レ
ン
〔
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ル
ン
ド
〕、
二
〇
一
四
年
九
月
一
一
日
）
・
公
開
講
演
「
近
世
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
魔
女
と
悪
魔
憑
き
―
―
神
と
法
と
医
の
は
ざ
ま
で
」（
白
山
史
学
会
、
於
東
洋
大
学
、
二
〇
一
四
年
一
一
月
二
九
日
）
・
企
画
お
よ
び
総
括
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
痛
み
の
文
化
史
」（
イ
ギ
リ
ス
史
研
究
会
第
三
二
回
例
会
、
於
明
治
大
学
、
二
〇
一
四
年
一
〇
月
二
五
日
）
○
受
賞
・
第
一
回
史
学
会
賞
（
二
〇
一
四
年
一
一
月
八
日
、
対
象
論
文
「
十
七
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
に
お
け
る
法
廷
と
地
域
秩
序
―
―
国
教
忌
避
者
訴
追
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」『
史
学
雑
誌
』
第
一
二
一
編
第
一
〇
号
（
二
〇
一
二
年
）
掲
載
○
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
研
究
代
表
者
、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
若
手
Ｂ
）「
王
政
復
古
期
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
臣
民
と
市
民
」（
二
〇
一
三
～
二
〇
一
六
年
度
）
・
研
究
分
担
者
、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
Ｂ
）「
歴
史
的
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
複
合
政
体
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
関
す
る
国
際
比
較
研
究
」（
研
究
代
表
者
・
古
谷
大
輔
〔
大
阪
大
学
〕、
二
〇
一
三
～
二
〇
一
六
年
度
）
・
研
究
分
担
者
、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
Ｂ
）「
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
と
秩
序
形
成
」（
研
究
代
表
者
・
勝
田
俊
輔
〔
東
京
大
学
〕、
二
〇
一
四
～
二
〇
一
七
年
度
）
学
会
活
動
白
山
史
学
会
、
史
学
会
、
西
洋
史
学
会
、
都
市
史
学
会
教
育
活
動
学
内　
英
語
Ⅰ
Ｂ
⑥
⑦
⑧
、
西
洋
史
学
演
習
⑦
、
西
洋
史
学
卒
論
演
習
④学
外　
明
治
学
院
大
学
（
非
常
勤
講
師
）　
世
界
史
大
学
・
学
部
・
管
理
活
動
外
国
語
委
員
岡　
本　
充　
弘　
教
授
研
究
活
動
○
学
会
・
研
究
会
報
告
等
・
七
月
二
〇
日　
歴
史
知
研
究
会
コ
メ
ン
ト
・
七
月
二
七
日　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
喜
安
朗
『
転
成
す
る
歴
史
家
た
ち
の
軌
跡
』
合
評
会
司
会
○
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
研
究
代
表
者
、「
文
化
的
意
識
と
し
て
の
過
去
認
識
」（
平
成
二
五
年
～
二
七
年
度
科
学
研
究
費
・
基
盤
Ｃ
）
二
五
〇
学
会
活
動
白
山
史
学
会
会
員
（
常
任
委
員
）、現
代
史
研
究
会
会
員
、史
学
会
会
員
、
西
洋
史
学
会
会
員
、
世
界
史
研
究
会
会
員
（
理
事
）、
Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ｈ
（
国
際
文
化
史
学
会
会
員
）、
Ｗ
Ｈ
Ａ
（
世
界
史
学
会
）
会
員
。
教
育
活
動
西
洋
史
学
概
説
、
歴
史
学
基
礎
演
習
、
西
洋
史
史
料
研
究
３
、
西
洋
史
学
特
殊
講
義
３
、
西
洋
史
学
卒
業
論
文
演
習
３
、
西
洋
史
学
特
論
Ⅲ
〔
大
学
院
〕
西
洋
史
学
演
習
Ⅲ
〔
大
学
院
〕
西
洋
史
学
研
究
指
導
Ⅲ
〔
大
学
院
〕
西
洋
史
学
特
殊
研
究
Ⅲ
〔
大
学
院
〕
大
学
・
学
部
・
管
理
活
動
人
間
科
学
総
合
研
究
所
運
営
委
員
。
植　
野　
真　
澄　
助
教
研
究
活
動
○
研
究
報
告
・「
共
同
研
究
：
軍
事
史
的
観
点
か
ら
み
た
一
八
～
一
九
世
紀
に
お
け
る
名
誉
・
忠
誠
・
愛
国
心
の
比
較
研
究
」
研
究
会
、「
戦
後
日
本
に
お
け
る
傷
痍
軍
人
会
の
結
成
と
そ
の
変
遷
に
み
る
自
己
認
識
」（
二
〇
一
五
年
一
月
一
〇
日
、
佛
教
大
学
）
○
そ
の
他
・「
戦
後
日
本
の
傷
痍
軍
人
」『
同
時
代
史
学
会
Ｎ
ｅ
ｗ
ｓ
Ｌ
ｅ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
』
第
二
四
号
、
二
〇
一
四
年
六
月
・「
二
〇
一
四
年
度
の
博
物
館
実
習
に
つ
い
て
」『
東
洋
大
学
博
物
館
学
年
報
』
第
二
七
号
、
二
〇
一
五
年
三
月
○
調
査
活
動
・
日
本
学
術
振
興
会
二
〇
一
四
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（B）
）、「
現
代
日
本
に
お
け
る
軍
事
文
化
に
関
す
る
社
会
学
的
基
礎
研
究
」、
研
究
分
担
者
・
公
益
財
団
法
人
政
治
経
済
研
究
所
二
〇
一
四
年
度
特
別
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
、「
空
襲
後
の
都
市
社
会
と
戦
災
当
事
者
運
動
―
―
全
国
戦
災
傷
害
者
連
絡
会
を
中
心
に
」、
共
同
研
究
者
・
公
益
財
団
法
人
政
治
経
済
研
究
所
附
属
東
京
大
空
襲
・
戦
災
資
料
セ
ン
タ
ー
戦
争
災
害
研
究
室
研
究
員
学
会
活
動
白
山
史
学
会
、
同
時
代
史
学
会
、
社
会
事
業
史
学
会
、
東
京
社
会
福
祉
史
研
究
会
、
軍
事
史
学
会
、
日
本
史
研
究
会
、
史
学
会
（
以
上
全
て
会
員
）
教
育
活
動
○
学
内　
博
物
館
実
習
Ⅱ
、
博
物
館
概
論
、
日
本
史
学
特
講
⑩
、
日
本
史
学
演
習
⑪
○
学
外　
日
本
映
画
大
学　
博
物
館
概
論
大
学
・
学
部
・
管
理
活
動
井
上
円
了
記
念
博
物
館
運
営
委
員
二
五
一
二
〇
一
四
年
度
文
学
部
史
学
科
講
義
題
目
日
本
史
概
説　
―
日
本
の
近
世
―
教　
授　
　
　
白
川
部　
達　
夫
東
洋
史
概
説　
―
近
現
代
東
ア
ジ
ア
地
域
史
の
展
開
―
教　
授　
　
　
千　
葉　
正　
史
西
洋
史
概
説　
―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
現
代
史
―
教　
授　
　
　
岡　
本　
充　
弘
歴
史
学
基
礎
演
習
①　
―
日
本
史
の
論
文
を
読
ん
で
み
よ
う
―
教　
授　
　
　
大
豆
生
田　
　
稔
歴
史
学
基
礎
演
習
②　
―
史
料
に
基
づ
く
歴
史
の
構
築
方
法
を
学
び
、
学
術
論
文
も
読
ん
で
み
よ
う
―
教　
授　
　
　
森　
　
　
公　
章
歴
史
学
基
礎
演
習
③　
―
日
本
近
世
古
文
書
史
料
の
解
読
―
教　
授　
　
　
白
川
部　
達　
夫
歴
史
学
基
礎
演
習
⑤　
―
歴
史
研
究
の
た
め
の
基
礎
的
学
力
を
、
東
洋
史
を
例
に
し
て
や
し
な
う
―　
　

教　
授　
　
　
高　
橋　
継　
男
歴
史
学
基
礎
演
習
⑥　
―
歴
史
学
と
は
ど
の
よ
う
な
学
問
な
の
か
身
近
な
東
洋
史
よ
り
学
ん
で
み
よ
う
―

准
教
授　
　
　
千　
葉　
正　
史
歴
史
学
基
礎
演
習
⑦　
―
西
洋
古
代
史
入
門
―
教　
授　
　
　
髙　
畠　
純　
夫
歴
史
学
基
礎
演
習
⑧　
―
歴
史
学（
西
洋
中
世
学
）
研
究
入
門
―
歴
史
学
と
は
ど
の
よ
う
な
学
問
か
―
教　
授　
　
　
鈴　
木　
道　
也
日
本
史
史
料
研
究
①　
―
日
本
古
代
史
の
史
料
読
解
方
法
を
学
ぶ
―
教　
授　
　
　
森　
　
　
公　
章
　
　
　
同　
　
　
②　
―
中
世
史
料
を
読
む
―
講
師（
兼
）　　
髙　
槗　
典　
幸
　
　
　
同　
　
　
③　
―
近
世
村
落
文
書
を
読
む
―
教　
授　
　
　
白
川
部　
達　
夫
　
　
　
同　
　
　
④　
―
日
本
近
現
代
史
史
料
の
講
読
―
教　
授　
　
　
大
豆
生
田　
　
稔
東
洋
史
史
料
研
究
①　
―
ア
ラ
ビ
ア
語
史
料
の
英
訳
の
講
読
―
講
師（
兼
）　　
柴　
山　
　
　
滋
　
　
　
同　
　
　
②　
―
中
国
史
関
連
文
献
史
料
の
基
礎
学
習
―
准
教
授　
　
　
千　
葉　
正　
史
西
洋
史
史
料
研
究
①　
―
古
代
ギ
リ
シ
ア
史
料
講
読
―
教　
授　
　
　
髙　
畠　
純　
夫
二
五
二
　
　
　
同　
　
　
　
②　
―
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
史
料
を
読
み
、
考
え
、
理
解
す
る
―
教　
授　
　
　
鈴　
木　
道　
也
　
　
　
同　
　
　
　
③　
―
史
料
の
発
見
・
講
読
―
教　
授　
　
　
岡　
本　
充　
弘
史
学
概
論　
―
歴
史
学
と
は
ど
う
い
う
学
問
か
？
―
教　
授　
　
　
髙　
畠　
純　
夫
日
本
史
学
卒
論
演
習
①　
―
日
本
古
代
史
の
研
究
方
法
―
教　
授　
　
　
森　
　
　
公　
章
　
　
　
同　
　
　
　
②　
―
日
本
中
世
史
の
史
料
講
読
と
論
述
―

講
師（
兼
）　　
鍛　
代　
敏　
雄
　
　
　
同　
　
　
　
③　
―
近
世
史
の
諸
問
題
―
教　
授　
　
　
白
川
部　
達　
夫
　
　
　
同　
　
　
　
④　
―
日
本
近
現
代
史
の
卒
論
作
成
―
准
教
授　
　
　
千　
葉　
正　
史
　
　
　
同　
　
　
　
⑤　
―
日
本
近
現
代
史
の
卒
論
作
成
―
教　
授　
　
　
大
豆
生
田　
　
稔
東
洋
史
学
卒
論
演
習
①　
―
卒
論
の
作
成（
４
年
生
）
と
確
実
な
テ
ー
マ
の
設
定（
３
年
生
）
―
教　
授　
　
　
高　
橋　
継　
男
　
　
　
同　
　
　
　
②　
―
東
ア
ジ
ア
近
現
代
史
の
卒
論
作
成
―
准
教
授　
　
　
千　
葉　
正　
史
　
　
　
同　
　
　
　
③　
―
ア
ジ
ア
史
の
諸
問
題
―
講
師（
兼
）　　
栗　
山　
保　
之
西
洋
史
学
卒
論
演
習
①　
―
西
洋
古
代
史
卒
論
作
成
―
教　
授　
　
　
髙　
畠　
純　
夫
　
　
　
同　
　
　
　
②　
―
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
の
卒
論
を
書
く
た
め
に
―

教　
授　
　
　
鈴　
木　
道　
也
　
　
　
同　
　
　
　
③　
―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
現
代
史
研
究
―
教　
授　
　
　
岡　
本　
充　
弘
　
　
　
同　
　
　
　
④　
―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
世
史
専
攻
の
た
め
の
卒
論
作
成
法
―
講　
師　
　
　
後　
藤　
は
る
美
日
本
史
学
演
習　
　
①　
―
『
日
本
書
紀
』
推
古
紀
の
講
読
―
講
師（
兼
）　　
酒　
寄　
雅　
志
　
　
　
同　
　
　
　
②　
―
摂
関
期
の
史
料
を
読
む
―
講
師（
兼
）　　
有　
富　
純　
也
　
　
　
同　
　
　
　
③　
―
『
吾
妻
鏡
』
講
読
―
講
師（
兼
）　　
髙　
槗　
典　
幸
　
　
　
同　
　
　
　
④　
―
文
献
史
料
に
み
る
中
世
日
本
と
東
ア
ジ
ア
―
講
師（
兼
）　　
中　
島　
　
　
敬
二
五
三
　
　
　
同　
　
　
⑤　
―
地
域
の
近
世
史
料
を
読
む
―
講
師（
兼
）　　
斉　
藤　
　
　
司
　
　
　
同　
　
　
⑥　
―
『
会
津
藩
家
世
実
紀
』
を
読
む
―
講
師（
兼
）　　
小　
池　
　
　
進
　
　
　
同　
　
　
⑦　
―
近
現
代
日
本
の
史
料
を
読
む
―
講
師（
兼
）　　
中　
村　
崇　
高
　
　
　
同　
　
　
⑧　
―
十
五
年
戦
争
期
の
国
家
と
社
会
―
講
師（
兼
）　　
渡　
辺　
　
　
新
　
　
　
同　
　
　
⑨　
―
史
料
と
の
対
話
を
通
じ
て
歴
史
を
み
つ
め
る
―
講
師（
兼
）　　
内　
藤　
一　
成
　
　
　
同　
　
　
⑩　
―
江
戸
の
町
触
を
よ
む
―
講
師（
兼
）　　
松　
本　
剣
志
郎
　
　
　
同　
　
　
⑪　
―
戦
後
日
本
に
お
け
る
戦
争
観
を
め
ぐ
る
諸
問
題
―
助　
教　
　
　
植　
野　
真　
澄
東
洋
史
学
演
習　
①　
―
南
ア
ジ
ア
史
の
特
質
―
講
師（
兼
）　　
石　
川　
　
　
寛
　
　
　
同　
　
　
②
本　
年　
度　
休　
講
　
　
　
同　
　
　
③　
―
『
三
国
志
』
の
精
読
―
史
料
を
読
み
解
く
方
法
を
身
に
つ
け
る
―
講
師（
兼
）　　
石　
岡　
　
　
浩
　
　
　
同　
　
　
④　
―
范
祖
禹
撰
『
唐
鑑
』
を
読
む
―
教　
授　
　
　
高　
橋　
継　
男
　
　
　
同　
　
　
⑤　
―
清
朝
文
献
史
料
の
研
究
―
講
師（
兼
）　　
石　
橋　
崇　
雄
　
　
　
同　
　
　
⑥　
―
海
と
共
に
あ
る
歴
史
―
講
師（
兼
）　　
栗　
山　
保　
之
西
洋
史
学
演
習　
①　
―
ハ
ス
モ
ン
朝
の
研
究
―
講
師（
兼
）　　
三
津
間　
康　
幸
　
　
　
同　
　
　
②　
―
史
料
を
通
し
て
見
る
古
代
ロ
ー
マ
史
―
講
師（
兼
）　　
井　
上　
秀
太
郎
　
　
　
同　
　
　
③　
―
ビ
ザ
ン
ツ
の
歴
史
と
歴
史
叙
述
―
講
師（
兼
）　　
都　
甲　
裕　
文
　
　
　
同　
　
　
④　
―
ブ
ロ
ー
デ
ル:
社
会
史
の
概
念
に
つ
い
て
―
講
師（
兼
）　　
猪　
刈　
由　
紀
　
　
　
同　
　
　
⑤　
―
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
演
習
―
講
師（
兼
）　　
坂　
野　
正　
則
　
　
　
同　
　
　
⑥　
―
春
学
期　
ス
ペ
イ
ン
戦
争　
秋
学
期　
シ
ベ
リ
ア
戦
争
―
講
師（
兼
）　　
冨　
田　
　
　
武
二
五
四
　
　
　
同　
　
　
⑦　
―
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
社
会
と
文
化
―
講　
師　
　
　
後　
藤　
は
る
美
日
本
史
学
特
講　
①　
―
古
代
寺
院
の
成
立
と
展
開
―
講
師（
兼
）　　
岡　
本　
東　
三
　
　
　
同　
　
　
②　
―
七
世
紀
史
を
考
え
る
―
中
大
兄
・
天
智
天
皇
と
そ
の
時
代
―
教　
授　
　
　
森　
　
　
公　
章
　
　
　
同　
　
　
③　
―
平
安
時
代
史
研
究
―
講
師（
兼
）　　
有　
富　
純　
也
　
　
　
同　
　
　
④　
―
戦
国
・
織
豊
期
「
日
本
」
の
政
治
構
造
と
社
会
―
講
師（
兼
）　　
柴　
　
　
裕　
之
　
　
　
同　
　
　
⑤　
―
中
世
武
家
政
権
史
―
講
師（
兼
）　　
細　
川　
重　
男
　
　
　
同　
　
　
⑥　
―
近
世
都
市
論
―
江
戸
―
―
講
師（
兼
）　　
松　
本　
剣
志
郎
　
　
　
同　
　
　
⑦　
―
十
九
世
紀
日
本
の
地
域
経
済
―
講
師（
兼
）　　
井　
奥　
成　
彦
　
　
　
同　
　
　
⑧　
―
近
現
代
史
の
諸
問
題
―
軍
隊
・
徴
兵
制
・
史
料
論
・
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
―
講
師（
兼
）　　
中　
村　
崇　
高
　
　
　
同　
　
　
⑨　
―
日
本
近
現
代
史
―
講
師（
兼
）　　
渡　
辺　
　
　
新
　
　
　
同　
　
　
⑩　
―
戦
争
博
物
館
か
ら
歴
史
を
考
え
る
―
助　
教　
　
　
植　
野　
真　
澄
東
洋
史
学
特
講　
①
本　
年　
度　
休　
講
　
　
　
同　
　
　
②　
―
ア
ジ
ア
に
お
け
る
訴
訟
の
比
較
史
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
一
三
世
紀
中
国
の
訴
訟
社
会
を
基
点
と
し
て
―　

講
師（
兼
）　　
石　
川　
重　
雄
　
　
　
同　
　
　
③　
―
宋
代
軍
事
制
度
の
諸
問
題
―
講
師（
兼
）　　
大　
室　
智　
人
　
　
　
同　
　
　
④　
―
清
朝
史
上
の
諸
問
題
―
講
師（
兼
）　　
石　
橋　
崇　
雄
　
　
　
同　
　
　
⑤
本　
年　
度　
休　
講
　
　
　
同　
　
　
⑥
本　
年　
度　
休　
講
　
　
　
同　
　
　
⑦　
―
初
期
イ
ス
ラ
ー
ム
史
の
概
観
―
講
師（
兼
）　　
栗　
山　
保　
之
二
五
五
西
洋
史
学
特
講
①　
―
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
以
降
の
オ
リ
エ
ン
ト
史
―

講
師（
兼
）　　
三
津
間　
康　
幸
　
　
　
同　
　
②　
―
古
代
ロ
ー
マ
の
歴
史
と
歴
史
文
学
―
講
師（
兼
）　　
松　
原　
俊　
文
　
　
　
同　
　
③　
―
～
ビ
ザ
ン
ツ
史
入
門
～
―
講
師（
兼
）　　
都　
甲　
裕　
文
　
　
　
同　
　
④　
―
教
育
の
18
世
紀
―
講
師（
兼
）　　
猪　
刈　
由　
紀
　
　
　
同　
　
⑤　
―
近
世（
16
─
18
世
紀
）フ
ラ
ン
ス
の
社
会
と
文
化
―　
　


講
師（
兼
）　　
坂　
野　
正　
則
　
　
　
同　
　
⑥　
―
近
代
社
会
運
動
史
の
考
察
―
議
会
政
治
と
民
衆
―
教　
授　
　
　
岡　
本　
充　
弘
　
　
　
同　
　
⑦　
―
春
学
期　
ス
タ
ー
リ
ン
と
西
欧
　
　
　
秋
学
期　
ス
タ
ー
リ
ン
と
日
本
―
講
師（
兼
）　　
冨　
田　
　
　
武
古
文
書
学
Ⅰ　
―
日
本
史
学
の
史
料
情
報
論
〈
古
文
書
に
親
し
む
〉
―
講
師（
兼
）　　
鍛　
代　
敏　
雄
古
文
書
学
Ⅱ　
―
江
戸
時
代
の
村
落
古
文
書
の
構
造
を
知
る
。
実
際
の
古
文
書
を
読
む
。
―
講
師（
兼
）　　
斉　
藤　
　
　
司
法
制
史（
日
本
）Ａ･
Ｂ
―
植
民
地
に
お
け
る
法
と
慣
習
―
講
師（
兼
）　　
後　
藤　
武　
秀
法
制
史（
東
洋
）Ａ
―
中
国
伝
統
法
の
発
達
―
唐
以
降
の
律
令
を
中
心
に
―
講
師（
兼
）　　
石　
岡　
　
　
浩
法
制
史（
東
洋
）Ｂ
―
中
国
伝
統
法
の
発
達
か
ら
完
成
ま
で
―
秦
の
始
皇
帝
の
法
か
ら
南
北
朝
ま
で
―
講
師（
兼
）　　
後　
藤　
武　
秀
法
制
史（
西
洋
）Ａ･
Ｂ
―
～
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
法
の
歴
史
を
知
る
～
―
講
師（
兼
）　　
守　
屋　
治　
善
考
古
学
研
究　
―
日
本
考
古
学
を
学
ぶ
―
講
師（
兼
）　　
田　
中　
英　
司
博
物
館
概
論（
秋
学
期
）
助　
教　
　
　
植　
野　
真　
澄
博
物
館
学
各
論
本　
年　
度　
休　
講
二
五
六
博
物
館
展
示
論（
秋
学
期
）
講
師（
兼
）　　
龍　
澤　
　
　
潤
博
物
館
実
習
Ⅰ
①　
―
文
献
・
民
俗
資
料
の
取
扱
と
模
擬
展
示
―
講
師（
兼
）　　
龍　
澤　
　
　
潤
博
物
館
実
習
Ⅰ
②
本　
年　
度　
休　
講
博
物
館
実
習
Ⅰ
③
講
師（
兼
）　　
久　
野　
雅　
司
博
物
館
実
習
Ⅰ
④
本　
年　
度　
休　
講
博
物
館
実
習
Ⅱ（
春
学
期
）
助　
教　
　
　
植　
野　
真　
澄
博
物
館
資
料
保
存
論
講
師（
兼
）　　
土　
肥　
　
　
孝
卒
業
論
文
教　
授　
　
　
大
豆
生
田　
　
稔
〔
備
考
〕
　
歴
史
学
基
礎
演
習
①
～
③
は
日
本
史
学
基
礎
演
習
Ⅰ
、
日
本
史
学
基
礎
演
習
に
同
じ
。　
　
歴
史
学
基
礎
演
習
⑤
～
⑥
は
東
洋
史
学
基
礎
演
習
Ⅰ
、
東
洋
史
学
基
礎
演
習
に
同
じ
。
　
歴
史
学
基
礎
演
習
⑦
～
⑧
は
西
洋
史
学
基
礎
演
習
Ⅰ
、
西
洋
史
学
基
礎
演
習
に
同
じ
。
　
日
本
史
学
基
礎
演
習
Ⅱ
は
日
本
史
学
演
習
に
同
じ
。
　
東
洋
史
学
基
礎
演
習
Ⅱ
は
東
洋
史
学
演
習
に
同
じ
。
　
西
洋
史
学
基
礎
演
習
Ⅱ
は
西
洋
史
学
演
習
に
同
じ
。
二
〇
一
四
年
度
大
学
院
文
学
研
究
科
史
学
専
攻
講
義
題
目
〔
博
士
前
期
課
程
〕
二
五
七
日
本
史
学
特
論
Ⅰ　
―
日
本
古
代
史
の
諸
問
題
―
教　
授　
　
　
森　
　
　
公　
章
日
本
史
学
特
論
Ⅱ　
―
室
町
期
社
会
の
研
究
―
講
師（
兼
）　　
榎　
原　
雅　
治
日
本
史
学
特
論
Ⅲ　
―
日
本
近
世
の
民
衆
と
権
力
―
教　
授　
　
　
白
川
部　
達　
夫
日
本
史
学
特
論
Ⅳ
本　
年　
度　
休　
講
日
本
史
学
特
論
Ⅴ　
―
日
本
近
現
代
史
の
諸
問
題
―
教　
授　
　
　
大
豆
生
田　
　
稔
日
本
史
学
演
習
Ⅰ　
―
日
本
古
代
史
の
基
礎
史
料
を
読
む
―
教　
授　
　
　
森　
　
　
公　
章
日
本
史
学
演
習
Ⅱ
本　
年　
度　
休　
講
日
本
史
学
演
習
Ⅲ　
―
近
世
の
国
家
と
社
会
―
教　
授　
　
　
白
川
部　
達　
夫
日
本
史
学
演
習
Ⅳ
本　
年　
度　
休　
講
日
本
史
学
演
習
Ⅴ　
―
日
本
近
現
代
史
研
究
―
教　
授　
　
　
大
豆
生
田　
　
稔
東
洋
史
学
特
論
Ⅰ　
―
中
国
唐
代
の
墓
誌
の
検
討
―
教　
授　
　
　
高　
橋　
継　
男
東
洋
史
学
特
論
Ⅱ　
―
近
代
交
通
体
系
の
形
成
と
中
国
国
家
統
合
の
変
容
―

准
教
授　
　
　
千　
葉　
正　
史
東
洋
史
学
特
論
Ⅲ
本　
年　
度　
休　
講
東
洋
史
学
演
習
Ⅰ　
―
中
国
唐
代
史
料
の
検
討
―
教　
授　
　
　
高　
橋　
継　
男
東
洋
史
学
演
習
Ⅱ　
―
清
末
中
国
に
お
け
る
近
代
化
過
程
の
検
討
―
准
教
授　
　
　
千　
葉　
正　
史
東
洋
史
学
演
習
Ⅲ
本　
年　
度　
休　
講
西
洋
史
学
特
論
Ⅰ　
―
古
代
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
史
研
究
―
教　
授　
　
　
髙　
畠　
純　
夫
西
洋
史
学
特
論
Ⅱ　
―
中
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
研
究
の
「
古
典
」
を
読
み
直
す
―　
　
　

教　
授　
　
　
鈴　
木　
道　
也
西
洋
史
学
特
論
Ⅲ　
―
現
代
歴
史
学
・
歴
史
叙
述
の
流
れ
―
教　
授　
　
　
岡　
本　
充　
弘
二
五
八
西
洋
史
学
演
習
Ⅰ　
―
古
代
ギ
リ
シ
ア
史
史
料
研
究
―
教　
授　
　
　
髙　
畠　
純　
夫
西
洋
史
学
演
習
Ⅱ　
―
中
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
研
究
指
導
―
教　
授　
　
　
鈴　
木　
道　
也
西
洋
史
学
演
習
Ⅲ　
―
近
現
代
史
の
諸
問
題
―
教　
授　
　
　
岡　
本　
充　
弘
考
古
学
特
論　
　
　
―
日
本
考
古
学
の
諸
問
題
―
講
師（
兼
）　　
土　
肥　
　
　
孝
文
献
研
究（
日
本
）　
―
『
片
葉
雑
記
』
を
読
む
―
講
師（
兼
）　　
高　
木　
不　
二
文
献
研
究（
東
洋
）　
―
朝
鮮
史
の
史
料
を
読
む
―
講
師（
兼
）　　
趙　　
　
景　

達
文
献
研
究（
西
洋
）
本　
年　
度　
休　
講
史
料
管
理
学
国
文
学
研
究
資
料
館
に
お
け
る
研
修
（
集
中
講
義
形
式
）
日
本
史
学
研
究
指
導
Ⅰ　
―
日
本
古
代
史
を
専
攻
す
る
者
に
対
す
る
修
士
論
文
作
成
の
た
め
の
研
究
指
導
―　
　

教　
授　
　
　
森　
　
　
公　
章
日
本
史
学
研
究
指
導
Ⅱ　
―
日
本
中
世
史
の
諸
問
題
―
教　
授　
　
　
神　
田　
千　
里
日
本
史
学
研
究
指
導
Ⅲ　
―
近
世
の
国
家
と
社
会
―
教　
授　
　
　
白
川
部　
達　
夫
日
本
史
学
研
究
指
導
Ⅳ
本　
年　
度　
休　
講
日
本
史
学
研
究
指
導
Ⅴ　
―
日
本
近
現
代
史
研
究
―
教　
授　
　
　
大
豆
生
田　
　
稔
東
洋
史
学
研
究
指
導
Ⅰ　
―
修
士
論
文
作
成
に
向
け
て
―
教　
授　
　
　
高　
橋　
継　
男
東
洋
史
学
研
究
指
導
Ⅱ　
―
東
洋
史
学
研
究
指
導
―
准
教
授　
　
　
千　
葉　
正　
史
東
洋
史
学
研
究
指
導
Ⅲ
本　
年　
度　
休　
講
西
洋
史
学
研
究
指
導
Ⅰ　
―
西
洋
古
代
史
研
究
指
導
―
教　
授　
　
　
髙　
畠　
純　
夫
二
五
九
西
洋
史
学
研
究
指
導
Ⅱ　
―
中
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
研
究
指
導
―
教　
授　
　
　
鈴　
木　
道　
也
西
洋
史
学
研
究
指
導
Ⅲ　
―
近
現
代
史
の
諸
問
題
―
教　
授　
　
　
岡　
本　
充　
弘
〔
博
士
後
期
課
程
〕
日
本
史
学
特
殊
研
究
Ⅰ　
―
日
本
古
代
史
の
基
本
史
料
を
読
む
―
教　
授　
　
　
森　
　
　
公　
章
日
本
史
学
特
殊
研
究
Ⅱ
本　
年　
度　
休　
講
日
本
史
学
特
殊
研
究
Ⅲ　
―
近
世
の
国
家
と
社
会
―
教　
授　
　
　
白
川
部　
達　
夫
日
本
史
学
特
殊
研
究
Ⅳ
本　
年　
度　
休　
講
日
本
史
学
特
殊
研
究
Ⅴ　
―
日
本
近
現
代
史
研
究
―
教　
授　
　
　
大
豆
生
田　
　
稔
東
洋
史
学
特
殊
研
究
Ⅰ　
―
中
国
唐
代
の
墓
誌
の
検
討
―
教　
授　
　
　
高　
橋　
継　
男
東
洋
史
学
特
殊
研
究
Ⅱ　
―
清
末
中
国
に
お
け
る
近
代
化
過
程
の
検
討
―
准
教
授　
　
　
千　
葉　
正　
史
東
洋
史
学
特
殊
研
究
Ⅲ
本　
年　
度　
休　
講
西
洋
史
学
特
殊
研
究
Ⅰ　
―
西
洋
古
代
史
研
究
文
献
講
読
―
教　
授　
　
　
髙　
畠　
純　
夫
西
洋
史
学
特
殊
研
究
Ⅱ　
―
中
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
研
究
指
導
―
教　
授　
　
　
鈴　
木　
道　
也
西
洋
史
学
特
殊
研
究
Ⅲ　
―
近
代
化
の
諸
問
題
―
教　
授　
　
　
岡　
本　
充　
弘
日
本
史
学
研
究
指
導
Ⅰ　
―
日
本
古
代
史
を
専
攻
す
る
者
に
対
す
る
博
士
論
文
作
成
の
た
め
の
研
究
指
導
―

教　
授　
　
　
森　
　
　
公　
章
日
本
史
学
研
究
指
導
Ⅱ　
―
日
本
中
世
史
の
諸
問
題
―
教　
授　
　
　
神　
田　
千　
里
日
本
史
学
研
究
指
導
Ⅲ　
―
近
世
の
国
家
と
社
会
―
教　
授　
　
　
白
川
部　
達　
夫
日
本
史
学
研
究
指
導
Ⅳ
本　
年　
度　
休　
講
二
六
〇
日
本
史
学
研
究
指
導
Ⅴ　
―
日
本
近
現
代
史
研
究
―
教　
授　
　
　
大
豆
生
田　
　
稔
東
洋
史
学
研
究
指
導
Ⅰ
教　
授　
　
　
高　
橋　
継　
男
東
洋
史
学
研
究
指
導
Ⅱ　
―
東
洋
史
学
研
究
指
導
―
准
教
授　
　
　
千　
葉　
正　
史
東
洋
史
学
研
究
指
導
Ⅲ
本　
年　
度　
休　
講
西
洋
史
学
研
究
指
導
Ⅰ　
―
西
洋
古
代
史
研
究
指
導
―　

教　
授　
　
　
髙　
畠　
純　
夫
西
洋
史
学
研
究
指
導
Ⅱ　
―
中
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
研
究
指
導
―
教　
授　
　
　
鈴　
木　
道　
也
西
洋
史
学
研
究
指
導
Ⅲ　
―
歴
史
論
文
作
成
指
導
―
教　
授　
　
　
岡　
本　
充　
弘
二
六
一
二
〇
一
四
年
度
卒
業
論
文
題
目
〔
日
本
史
学
専
攻
コ
ー
ス
〕
鎌
倉
期
の
悪
党
検
断
に
つ
い
て
増　
田　
　
青　
以
臨
時
軍
用
気
球
研
究
会
と
初
期
の
軍
用
機
研
究
當　
重　
　
晶　
也
近
世
に
お
け
る
飢
饉
に
つ
い
て
田
那
辺　
　
翔　
子
享
保
飢
饉
下
の
松
山
藩
と
義
農
の
顕
彰
小　
泉　
　
和　
也
日
本
古
代
に
お
け
る
出
雲
国
と
朝
廷
の
関
係
内　
山　
　
洋　
人
近
世
下
総
牧
の
野
馬
除
土
手
普
請
に
つ
い
て
平　
川　
　
満
梨
奈
藤
原
純
友
に
つ
い
て
の
研
究

岡　
崎　
　
理　
緒
戦
時
体
制
下
に
お
け
る
「
国
民
歌
」
永　
瀬　
　
真
梨
子
日
本
古
代
の
女
帝
に
つ
い
て
橋　
本　
　
慎
太
郎
天
保
飢
饉
と
烏
山
藩
星　
野　
　
友　
美
明
治
期
に
お
け
る
陸
軍
と
海
軍
の
脚
気
対
策
　
　
　
―
日
清
・
日
露
戦
争
を
中
心
と
し
て
―
永　
島　
　
健　
士
会
津
藩
に
お
け
る
飢
饉
と
藩
政
日
下
部　
　
恵　
利
九
十
九
里
浦
の
地
曳
網
と
近
隣
村
々
の
変
化
菅
佐
原　
　
智　
哉
藤
原
道
長
の
権
力
構
造
に
つ
い
て
今　
井　
　
　
　
結
武
州
世
直
し
一
揆
の
研
究
菅　
原　
　
彩　
香
日
本
古
代
に
お
け
る
天
皇
喪
服
に
つ
い
て
大　
木　
　
美　
香
近
世
に
お
け
る
庄
内
の
興
行
文
化
丸　
藤　
　
美　
月
近
代
競
馬
の
成
立
と
発
展

田　
中　
　
孝　
明
平
安
貴
族
と
陰
陽
師

飯　
塚　
　
愛　
里
古
代
天
皇
の
喪
葬
儀
礼
に
関
す
る
一
考
察
鈴　
木　
　
恵
里
加
平
安
時
代
前
期
の
地
方
監
察
の
研
究
上　
野　
　
雄　
也
二
十
二
社
の
成
立
に
関
す
る
一
考
察
内　
田　
　
祥　
一
戦
国
大
名
武
田
氏
の
諸
役
に
つ
い
て
長
谷
川　
　
達　
也
平
安
時
代
の
養
子
・
養
女
に
つ
い
て
平　
山　
　
成　
実
江
戸
の
開
帳
清　
水　
　
有　
紗
近
世
に
お
け
る
「
切
支
丹
」
禁
制
・
取
締

武　
田　
　
理　
子
江
戸
町
方
の
支
配
構
造
石　
井　
　
健　
太
摂
関
期
に
お
け
る
出
産
儀
礼
に
つ
い
て
浅　
見　
　
理　
絵
平
安
期
の
唐
物
に
つ
い
て
高　
橋　
　
佳　
太
関
東
取
締
出
役
の
研
究
竹　
村　
　
康　
秀
仙
台
に
お
け
る
城
郭
の
研
究
奥　
村　
　
　
　
望
戦
国
大
名
の
刀
狩
令
に
つ
い
て
相　
原　
　
　
　
悠
平
安
時
代
の
乳
母
に
つ
い
て
檀　
原　
　
　
　
亮
平
氏
政
権
の
荘
園
支
配
に
つ
い
て
山　
口　
　
大　
輝
小
野
梓
と
宗
教
深　
津　
　
敬　
之
戦
国
武
将
と
キ
リ
ス
ト
教
高　
島　
　
拓　
也
明
治
前
期
に
お
け
る
商
品
経
済
藤　
原　
　
祥　
衣
安
永
期
日
光
社
参
と
村
々
大　
山　
　
幸　
恵
九
州
探
題
今
川
了
俊
の
政
治
動
向
五　
島　
　
夏　
美
東
国
に
お
け
る
国
造
と
古
墳
の
比
較
今　
関　
　
直　
樹
近
世
河
川
改
修
と
水
行
直
し
南　
部　
　
友　
佳
新
発
田
藩
の
教
学
と
藩
政
松　
田　
　
　
　
涼
安
政
江
戸
地
震
と
施
行
岡　
本　
　
浩　
平
二
六
二
統
帥
権
干
犯
論
争
と
政
党
内
閣
野　
上　
　
侑　
記
大
坂
本
屋
仲
間
と
唐
本
秋　
山　
　
香　
澄
日
中
戦
争
下
の
軍
馬
像
―
帝
国
馬
匹
協
会
を
中
心
に
林　
　
田　
　
　
純
近
世
に
お
け
る
大
井
川
渡
河
に
つ
い
て
鈴　
木　
　
大　
輝
戦
前
期
の
郷
土
教
育
運
動
と
郷
土
博
物
館
谷　
　
　
　
拓　
馬
翼
賛
選
挙
に
お
け
る
行
政
の
選
挙
干
渉
東　
　
由　
紀　
乃
愛
国
婦
人
会
千
葉
県
支
部
の
養
老
院
事
業
に
つ
い
て
鈴　
木　
　
啓　
太
中
世
の
村
落
間
紛
争
に
つ
い
て
佐　
藤　
　
智　
美
高
橋
財
政
に
対
す
る
新
聞
メ
デ
ィ
ア
の
論
調
河　
原　
　
数　
馬
十
五
世
紀
後
半
に
お
け
る
関
東
の
内
乱
に
つ
い
て
　
―
太
田
道
灌
謀
殺
事
件
と
両
上
杉
氏
の
抗
争
―
府　
川　
　
勇　
人
排
日
移
民
問
題
と
服
部
綾
雄
髙　
橋　
　
一　
裕
戦
時
下
に
お
け
る
青
年
学
校
義
務
制
と
地
域
石　
井　
　
大　
樹
大
宰
府
管
内
に
お
け
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